
「身を切る改革」の断行 
議員は住民や将来の次世代のために改革を行わなければいけません。その覚悟
を示すため、議員報酬の削減を目指し、議会で実現できるまでの間は報酬の一
部の寄付を提言します。また、税の使い方を丁寧にチェックし、公開し、無駄の
ない県政の実現を目指します。

1

多様性に応えた教育
現在の学校では、LGBTQの生徒やネグレクト被害の生徒など、多様な子どもた
ちに対して多様な支援が求められています。しかし、その対応を求められてい
る教員の勤務環境は非常に厳しく、授業とクラスの運営といった本来の仕事以
外に処理しなければいけない仕事が複雑多岐にわたり、そういった問題に向き
合う時間がないのが現状です。それらの問題に対して、地域の力やデジタル技
術を活用して、多様性に応えた教育の推進を提言します。

2

災害に強い街づくり
災害にはそれぞれ難しい課題が山積み状態です。それらの問題について、地域の
方々との話し合いの場を多く設け、専門家や有識者から見識を得るとともに、デ
ジタル技術も防災減災に活用して、災害弱者が取り残されないよう改革を行うべ
きです。各種学校でも防災教育実施の提言をするなど、災害に強い滋賀県を目指
します。

3

福祉の充実4
少子高齢化や人口減少の状況を踏まえ、出産にかかる費用の完全無償化を実現
し、子育て世代へのサポートを推進します。子どもたちの命と育ちを守るため、
各学校へスクールカウンセラーの常駐や、学校給食の無償化、児童相談所の機
能強化など、子ども目線での取り組みを提言します。
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日本維新の会 共同代表

吉村洋文
私が自信をもって推薦します

◆ 昭和49（1974）年生まれ 48歳

◆ 京都産業大学外国語学部卒業

◆ 元教員 公立の高校・中学校・小学校
　 で18年間勤務
    守山市立明富中学校に6年間勤務
    （英語科）

◆ 元日本代表選手（クレー射撃競技）
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